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　朝晩の冷え込みが深くなりつつある秋本番の平成18年10月16日(月)米子全
日空ホテルにおいてビジネス交流委員会による10月ＯＢ交流例会が開催され
た。講師に株式会社リクルートの井上功(いのうえ・こう)氏をお招きし、｢強い
組織づくりの秘密～リクルートの現場マネジメントのポイントとは？～｣と題し
講演いただいた。各企業の代表もしくはそれに準ずるポジションにある会員に
とって大変興味ある講演であったのではないだろうか。また、今回はOB会員の
方々にもオブザーバーとして例会参加いただき、例会終了後OB交流会を行っ
た。久しぶりに例会参加され、中央会の思い出話からビジネスの話題まで現役
会員との交流に花が咲いたことは言うまでもなく、寒さに負けない熱いひとと
きとなった。
　第1部の10月例会では福田会長の挨拶の後、委員長タイムでは木下エコチャ
レンジ委員長がOB会員の方々を前にして少し緊張気味に昨今話題の石油につい
て、そしてエネルギー利用に伴うCO₂排出の削減問題など環境に関することに
ついて話された。私たちの身近なエネルギーのひとつでもあり大変興味深い話
であった。
　引き続き講演された井上氏は入社20年でリクルート全社マネージャーMVP
を2度受賞した生え抜きの社員であり、経営
者の感覚ではなく現場の人間としての視点か
ら氏の著書｢借金1兆円を10年で返した リク
ルートの現場力｣(ダイヤモンド社)に散りばめ
られているエッセンスを『現場で何が起きた

のか？』『それを会社はどういうふうに支えていったのか？』などをポイントに講演された。リ
クルートの考える理想の組織とは｢成長する場と成長する人の切磋琢磨｣つまり、成長するには社
員自分自身次第でもあるが、会社は社員に成長するチャンスを提供しなければならない。そこに
は誉めるとか語る場をつくる。社員の心の中に少しは｢上(のぼ)せたい｣気持ちがあり、それを社
員自身に語ってあげさせる(語りたいとおもう)場をつくることにより新しい価値を創造させ、そ
れが組織にトップダウン＋αの力をもたらす。話を聞く中でリクルート卒業生と言われる方々の
活躍の理由がわかったような気がする。100名を超える我々西部青年中央
会という組織にも、すべてではないが必要な｢キーワード｣があったように
感じ、そう考えているうちに10名に満たない自社にも持ち帰らなければ
ならないものが見つかったような気がした。
　第2部のOB交流会は中村OB会長に挨拶いただいた後、釜田県会長の乾
杯とともに熱気ある雰囲気で始まった。OB会員と現役会員が同じテーブ
ルで中央会やビジネスの話で盛り上がっている中、｢T(sc)MEN06｣と題
して趣向を凝らした平成18年入会の新入会員紹介が壇上で行われた。ス
クリーンに新入会員の職場での映像を流した後、新入会員の方々が元気良
く自社PRと意気込みを語り、OB会員の方々に顔と名前さらには会社名を
覚えていただいた。
　前年度に引き続きOB交流例会という形式で行われたが、今回も畠山委
員長及びビジネス交流委員会の想いが形になった例会であった。次回もさ
らに多くのOB会員の方々に参加いただき交流を深める機会をいただける
ことに期待したいとおもう。
　最後に松田一三OBが吉野弘の｢祝婚歌｣を朗読され人間関係の大切さな
どメッセージをいただき、遠藤道紀OBよりエールをいただき閉会となっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：福庭）
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スタジアムに響きました。
試合は残念ながら３－４
と惜敗しました。
　これだけ観客が入ると、
やはりホームスタンドの
狭さや周辺施設（駐車場や
売店、トイレ等）の解決が
急務のように感じました。
　ＳＣ鳥取以外のファンの解説によれば、東山公園駅が近いと
いうアクセスは特筆すべきものがあるそうなので、ＪＲ利用に
よる車社会からの脱却も視野にいれ、環境立県鳥取として新し
いスタジアム作りができるのではないか、と思いました。
　ただ、Ｊリーグ参入条件たる平均観客動員3,000人までは
まだまだ程遠く、こういったイベント以外でも皆様の観戦をお
願いしたいと思います。
　ホーム最終戦は11月26日（日）佐川印刷ＦＣ戦となります。
ＳＣ鳥取ガンバレ！！
　詳細はＳＣ鳥取ＨＰ（http://sc.tottori.net/）まで。

（記事：桑本）

　次に発行までの一連の流れです
が、まずは取材、原稿依頼、イン
タビュー、執筆など月初の委員会
開催時に委員長・副委員長より紙
面構成の振分けがあります。
　その後、20日頃には原稿を完

成し、編集会議出席担当者（Ａ班・Ｂ班・Ｃ班）へ資料を送付
します。24日前後に㈱インサイトにて編集会議を開催し、誤
字・脱字など文章チェックを出席者全員で行います。赤ペンだ
らけになる記事、最初からOKの出る記事があり、国語力、表
現力などを高めるにはなかなか良い鍛錬の場になります。掲載
写真もなかなか決まらない場合があります。デジカメの画像で
は結構きれいに見えてもＰＣ上ではぼやけていたり、デジカメ
の使用方法についての勉強会を開催しながら日々上達できるよ
うに努力しているのが現状です。掲載写真を決定したら編集会
議は終了。後日、東京印刷㈱へ持込みオペレーターと打合せ、
第一次校正が出来上がります。その後最終校正チェックを行い
ようやく発行する事が出来るのです。
　以上が流れですが、委員会としては月初の発行に向けて頑
張っています。原稿・写真などが集まらないこともあり、大変
なところがあります。限られた日数の中で一生懸命作成してお
ります。取材協力・原稿依頼などありましたら期日までに何
卒ご協力をお願いします。今後も
委員会メンバーのスキルアップを
図って良い紙面づくりが出来るよ
うに頑張って参ります。

（記事：石川・岩田）

　平成18年10月15日
(日)東山陸上競技場に
おいて、ＳＣ鳥取対Ｆ
Ｃ刈谷の試合が行われ
ました。
　今月は地域スクラム
委員会よりの観戦依頼

があったこともあり、西部青年中央会からは家族も含め130
名以上の参加により大盛況でした。
　当日「森を守ろうスペシャルDAY」も行われ、先着200名に
オリジナルＳＣ鳥取ストラップがプレゼントされるというこ
ともあり、メインスタンドがほとんど埋まる1,700人のサポー
ターの入場があったと公式発表がありました。
　われわれ中央会メンバーも、土岐委員長をはじめ何人かはガ
イナーレユニフォームで身をつつみ、テーマソング「Fly」でサ
ポーターがひとつになり、大歓声の中、緊迫した試合展開とな
りました。１点入るたびに大歓声、１点失うたびにため息が

　景山委員長率いる第32
期メディアコミュニケー
ション（以下メディコミ）
委員会。植田担当副会長が
時おり入れられるシュール
なご意見と入会歴は比較的
浅いが個性豊かなメンバー

で盛り上がった委員会になっています。
　メディコミの主な活動内容は「ハンサムの発行」・「ホームペー
ジの運営」・「中央会番組の作成」の3本柱です。今回はようやく軌
道にのり始めた32期ハンサムの発行までを皆さんにご紹介し
たいと思います。
　さて、ハンサムはどのような内容・過程で発行されているの
か皆さんご存知でしょうか？（広報関係の委員会に所属された
方はご存知かと思いますが･･･）
　年度毎で特色ある連載内容・定例記事がありますが、今
期のハンサムでは各委員会の活動状況を報告する「委員会
BunBun訪問」、昔の中央会の様子などをOBの方々にお聞き
する｢PLAYBACK中央会｣、そして今年のスローガンでもある
｢Try&Challenge」など盛りだくさんの内容です。案外時間
のかかるのは一面の例会記事のタイトルです。皆さんの興味を
ひきつつ短い言葉で的確に表現するのは結構難しいものです。

★ぜひ目の前でゴールを決めて欲しい。（福田会長）

★スタンド側にしかサポーターを入れないのは少々寂しい。ゴールネッ
トの裏側からも観戦したい。ぜひ観客席を設けて欲しい。（武海直前会長）

★大勢のサポーターの応援があるのでＳＣ鳥取の選手はもう少し頑張っ
て盛り上げて欲しい。（ このコメントをもらった直後に相手チームのゴー
ルが決まり、タメ息が…）（水副会長）

★ＳＣ鳥取の試合は初めて見ました。試合
はちょっと押され気味だけど、生で見ると
とても迫力がありますね。青空の下で見る
のは楽しいです。皆さんもぜひＳＣ鳥取の
応援に行きましょう。（岩垣会員）

★思っていた以上に会場が盛り上がってい
て感動しました。これからも頑張ってぜひ
Ｊリーグに行って欲しいです。（村上会員）

●メディアコミュニケーション委員会●

★これだけ大勢のサポーターの応援が
あると選手も勇気付けられて勝てるの
ではないでしょうか。今日で３回目に
なりますが、やっぱりテレビより競技
場で観るほうがいいですね。（川村会員）

★思っていたより試合が面白いです。
テレビで見るより迫力がありますね。
選手たちの足の速さにはビックリしま
した。応援スタンドがとても盛り上
がっていますが、周りの芝生にサポーターがいないのは寂しい感じがし
ました。また、トイレが汚いのは残念に思います。（牧田会員）

★今日は天気も良く最高です。試合ももう少し点を取ってくれたら盛り
上がるのだけれど。しかし、ＳＣ鳥取の応援団は試合中もずっと声を出
し続けていてスゴイです。（堀江会員）

試
合
観
戦
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー



Try&Challenge

　私が今チャレンジしている事と
言えば、何を隠そう「発毛」で
す。最近、特に毛髪の減少が目立
ちはじめ、このままでは「ツルッ
パゲになってしまうな～」としみ
じみ感じております。先月の初
め、ラジオかテレビで発毛につい
てやっていました。それは、黒酢

を飲む事で頭皮の油分を少なくし、油分の多い食事を取らず、
飲酒を控えれば約3ヶ月で必ずといっていいほど発毛するとい
うものでした。半信半疑だった私でしたが、とにかくやってみ
なければ結果はでないだろうと思い実行しました。１日約30
グラムの黒酢を3回に分けて飲む事にし、今までリンス入りの
シャンプーを使っていたのを普通の石鹸にすることにしまし
た。また、食事も油分の多い肉食から魚と野菜中心に変更し
て、現在約1.5ヶ月経過しました。髪の変化といえば、少しで
はありますが、今まで｢ウブゲ｣だった細い毛が太くなって来て
いるではありませんか！｢これは凄い｣と思い、頭が薄い友人を
見つけては「コレはいいよ！」と説いて回っています。
　さらに、血液検査もしたのですが、血液がサラサラになって
おり、数値も昨年とは比べものにならないくらいでした。そし
て、若干ではありますが痩せてもきています。
　われわれ中年層は特に健康に気をつけなければならない年代
です。そして経営者にとって健康とは基本であり、それを守れ
ない経営者は社員やその家族の事を全く考えていないのだと
思っています。私にとって｢ハゲる事｣はある意味会社をダメに
することに繋がっています。これから1.5ヶ月後、フサフサな
頭を皆さんにお見せする事が出来るように続けてまいりますの
で皆さん応援のほどヨロシクお願いします。

Q．入会当時の思い出は？
Ａ．会社から｢勉強してきな
さい｣と出していただきまし
た。自分の意思ではなかった
んだけど東亜グループの３人
目として入会したんです。中

央会に関われるなんて考えてなかったし、実際入ってみて、何
をしたらいいんだろうと戸惑いが大きかったですね。40歳の
時に入会したので、太く短く何でも経験しようとおもってました。

Q．何か失敗談とかありますか？
Ａ．卒会旅行で道後温泉に行った時の話しなんですが、行きの
バスの中で飲み過ぎて、温泉でみんなとはぐれてしまったんで
す。大騒ぎになってみんなで探してくれました。迷惑をかけま
したねぇ。

Q．今の中央会に求めるものは？
Ａ．型から入ってはいけないんじゃないかな。心・気持ちが
入ってなかったら会長の目標・スローガンが形骸化してしまう
でしょ？普段から議論を重ねて気持ちをひとつにする事が必要
だと思う。教える先輩も教わる後輩もオックウがってると上辺
だけの付き合いになってしまうし、中央会として活きてこない
んじゃないかな。中央会とは｢大きな壁｣で、会員は壁とキャッ
チボールをする感じ。やさしく投げたってやさしくしか返って
こない。強く投げればその分ちゃんと返ってくるんだよ。

　今回お仕事中にも関わらず取材させていただきました。不慣
れでたどたどしかったのですが、広報経験者の前田OBに助けら
れながら楽しく時間を過ごせました。よい出会いだったと思いま
す。写真は今お仕事で担当されているみかんを前にツーショット
で取らせていただきました。大切な思い出にさせていただきま
す。次回は○○OBに突撃だぁぁぁッ！！ （記事：安岡・道田）

　平成18年10月８日（日）米子市立
淀江野球場にて、ＯＢ交流戦が行わ
れました。
　和やかな雰囲気で始まった試合、
珍プレーや好プレーはもちろん、意

地と意地のぶつかり合いなどあり、回を重ねるごとにお互い
ヒートアップ！「お前、わしにデッドボールくらわす気か！」

「気持ちよく打てるボール投げてごせよ！」などなど、先輩方
のプレッシャーはとても凄まじいものでした。そして、究極の
プレッシャーは和田秋男ＯＢがマウンドに上がられたこと（ポ
ケットには「青いハンカチ」が…）。「ヒットなんか打ったら後が
怖い…」なんて思いながら、それでも遠慮がなかった現役。結果
は先輩方のご好意により現役が勝たせていただきました。その

第28期卒会　　　
　前田　真ＯＢ

わくわく発掘委員会　　
山根　宏典 会員

　平成18年10月23日（月）米子食品会館で第３回会員拡大会議が開かれた。福田会長
に続き、「会長に新入会員バッジ授与をしていただきたいので、よろしくお願いします。」
と担当土岐委員長の挨拶。そして総務委員会作成の会員募集パンフレットについて意見
交換、新入会員見込みの確認と進捗状況報告が行われました。数人の有力情報があり、
仲間が増えることが楽しみです。入会希望者への事前説明、フォローの徹底を確認した
後、「中央会に対しての想いを語る場を作って、今後の会員拡大につなげれないか」と提
案もありました。有力情報や入会見込みの再確認をするため、次回の会員拡大会議を当
初の予定より早め11月24日（金）に行うことで閉会しました。
　引き続き会員の皆様も会員拡大にご協力お願いします。　　　　　　（記事：景山）

後は「大連」で
なべを囲み、珍
プレーなどを
肴に交流を深
め、楽しいひと
時を過ごしま
した。
　最後に、尊敬する先輩方の胸を借り、思い切り勝負させてい
ただき、なんとも言い難い感謝でいっぱいです。この温かい激
励と先輩方のお気持ちを忘れず、本番でも全力で頑張ります！
ありがとうございました。
　追伸：若槻ＯＢへ　現役バッテリーが暴言？吐いてごめん
なさい。　　　　　　　（記事：政治行政委員会　牧田継夫）

第３回会員拡大会議
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政治行政委員会
平成18年10月５日（木）　於：海王　出席者／８名
議題・９月担当例会の反省
　　・今後の委員会の方向性について
　　・その他　メンバー全員、「せっかくのチャンス！駅南開
　　　発と言うのは今が旬の話題だと思うからとことんやって
　　 みよう！やれる所までやろう！」という意見が出された。
わくわく発掘委員会
平成18年10月５日（木）　於：ホールサムインかいけ　出席者／ 11名
議題・四半期「わくわく体験ツアー」回顧
　　・今後の委員会の「わくわく体験ツアー」提案の件
　　　１．観光地及び名所名跡のパンフレット等は多く作成公
　　　　　開されている。
　　　２．邪馬台国山陰説　現地体験ツアーの開催について
平成18年10月15日（日）「わくわくキノコ採取体験」実施
　　わくわく感動して、秋の味覚を満喫した最高の体験ツアー
　　だった。
地域スクラム委員会
平成18年10月４日（水）　於：米子食品会館　出席者／８名
議題・担当例会打合せ
　　　パネルディスカッションの流れの組み立て
　　　１．趣旨説明について
　　　２．パネルディスカッションについて
　　　　　パネラー（予定者）の確認状況、パネルディスカッ
　　　　　ションの組み立て
　　・10月18日臨時委員会を開催し、内容及び例会諸事担
　　　 当を決定する。
夢委員会
平成18年10月５日（木）　於：ホールサムインかいけ　出席者／９名
議題・新入会員オリエンテーションについて
　　　事業目的、事業内容、ディスカッション内容の決定、役
　　　割分担について
　　　「聞く」から「発する」というオリエンテーションを実
　　　施する。

※役員会、連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われてい
ます。詳細については各委員長までご参照ください。

総務委員会
平成18年10月４日（水）　於：こうりん坊　出席者／ 10名
議題・事務局運営（慶弔関係）について
　　・会員拡大の為のツール作成について
　　・12月忘年例会企画案について
　　　「18年度忘年例会検討会」をもとに説明。
エコチャレンジ委員会
平成18年10月４日（水）　於：ホールサムインかいけ　出席者／ 11名
議題・９月研修会の内容確認及び活動内容の検討
　　　１．企業を取り巻く環境問題は
　　　２．グリーン購入をテーマに勉強会を行っていく
　　　　　草案を作り委員会メンバーに配布
　　・その他
　　　第27回トライアスロン皆生大会ボランティア参加要　
　　　項（案）について
メディアコミュニケーション委員会
平成18年10月４日（水）　於：㈱インサイト　出席者／ 11名
議題・ハンサム11月号について
　　・ＨＰについて
　　　ＨＰ運営小委員会の報告、ファイルボックス復旧費承認
　　　について　パスワード変更について
ビジネス交流委員会
平成18年10月５日（木）　於：まつだ家　出席者／ 10名
議題・担当例会について
　　　１．全体の進行をタイムスケジュールと合わせて確認、
　　　　　担当割り
　　　２．各担当者からの疑問質問で、講師先生のタイムスケ
　　　　　ジュール・ＯＢ会員の対応・進行に対する個人の行
　　　　　動予定の確認
　　　３．準備事項の打合せ
　　　４．ＯＢ会員の動員連絡の担当割り

１１月役員会報告
11月定例役員会が平成18年11月１日（水）、米子食品会
館にて開催されました。
当日の主な議題は以下の通りです。
　・10月ＯＢ交流例会報告の件
　・11月例会開催の件
　・全日本トライアスロン皆生大会の件
　・ＨＰ出欠並びに食事発注の件・その他

１１月例会案内
と　き：平成18年11月15日（水）
　　　　19：00～開会
ところ：ホテルサンルート米子
　　　　パネルディスカッション
　　　　仮題『ＳＣ鳥取が街を変える！』
担　当：地域スクラム委員会

10月度委員会報告

11月ハンサム編集後記

　このたび平成18年10月1日
（日）に結婚いたしました。妻の
名前は麻代と申します。現在は松
江の介護施設に勤務しておりま
す。何分にも未熟な二人ではござ
いますが、これからも力を合わせ
て明るい家庭を築いていきたいと
思います。今後とも末永くご指導
ご鞭撻を賜りますようよろしくお
願い申しあげます。

ご結婚おめでとうございます
高井賢一 会員

濵田　修会員
社名変更 新社名：株式会社　ホクシン

（旧社名：株式会社　北辰電工）

　秋が深まり紅葉が大山を包むようになりました。今月の
トップ面でも取り上げていますＯＢ交流例会ですが、綱領唱
和からＯＢ会員の方々に出席をいただき、講演、ＯＢ交流
会、その中で新入会員の自己紹介など行い、名刺交換、思い
出話など盛り上がっていましたが、少し残念に思ったことは
ＯＢ会員の参加が16名と寂しい気がしたことです。現役会
員はＯＢ会員の方々と出会えることを楽しみにしています。
ＯＢ交流会の機会がありましたらお忙しい中何卒お時間を
作っていただき、現役会員に中央会話を聞かせてください。
今後お一人でも多くのＯＢ会員の参加を心よりお待ちいたし
ております。　　　　　　　　　　（記事：委員長　景山）


